
国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

●スーパーグローバル大学創成支援事業キックオフシンポジウム
先端科学を担う大学院教育における今後の展望について、平成２６年３月に東南アジアの協定校学長・国際

担当副学長等及びカリフォルニア大学デービス校の初代国際担当プロボストを本学に招へいして本事業シンポ
ジウムを開催した。国際的に活発に発展する大学としての共通課題に集点をあてて講演を行い、今後も継続的
に関係を深める重要な機会となった。また、留学生等の受入や教育研究連携の支援を行う海外拠点の設置可能
性についても、立地条件等も含めた意見交換が行われた。

ガバナンス改革関連

〈 ○○○○○○○ 〉

●国際教育連携プログラム実施のための調査
大学設置基準等の一部を改正する文部科学省令（平成26年第34号）等の施行

に鑑み、ジョイントディグリーに関して改めて検討することにした。ダブルディグリー
については、ユニテック工科大学の担当教員が1月に来訪した際に最終協議を行
い、平成27年5月に協定書に署名する運びとなった。これらの取組により、学生に
対して国際教育連携プログラム及び学位取得への道筋を明確にした。

平成２６年度の取組と進捗状況

●英語版ガイドブックなどの英語化推進
各学術交流協定校での入試セミナーや日本留学フェア等において、本学の教育

研究について英語による情報発信を強化し、さらなる留学生の獲得につなげた。
また、英語版ガイドブックを各国際機関等に配布することで本学の海外でのプレゼ
ンスをさらに高めた。

●戦略企画本部の設置準備
大学の将来構想や教育研究戦略の策定を担う戦略企画本部を学長直下に設置し、学長を本部長として新しい教

育研究戦略の企画一元化を行う準備を整えた。戦略企画本部は、大学運営・改革の司令塔であり、学長が、IR
（Institutional Research）オフィスでの調査・分析結果、アドバイザリーボードによる助言、部員からの具申などによ

り、大学運営に関して時代・社会の要請に応じた的確な判断・指示を迅速に行える体制とする準備を整えた。

●教育推進機構と研究推進機構の設置準備
世界水準の大学院教育を行うために、教育プログラムの企画、推進、評価を担う教育支援組織である教育推進機

構を新設し、研究大学強化促進事業において設けられた研究支援組織である研究推進機構と両輪となって、学長
のリーダーシップの下、戦略的に本学の教育研究を推進していく準備を整えた。

●UEA、URAの適正配置
教育系のIRを担当するUEA

（University Education 
Administrator）をIRオフィスに配
置し、学生の資質能力の調査と
教育効果の検証、教育プログラ
ムの評価、世界の大学院教育
の改革動向の調査分析を行い、
組織的カリキュラム編成、評価
と検証、改善、実施のPDCAサ
イクルを担う。また、カリキュラ
ム、キャリア支援、国際展開を
担当するUEAを教育推進機構
に配置し、個々の学生に応じた
きめ細かな指導、アドバイス等
を行うとともに、教員と協力して
新たな国際連携の開拓を支援
する。

●海外ＳＤ研修の実施
海外ＳＤ研修（ハワイ東海大学）と職員英会話研修を通じて、教育研究のグロー

バル化を支援する部署等の組織的対応力を強化した。



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

●本学の進める戦略的大学運営強化のための制度の設計および整備計
画等を広く世界に発信して本学の知名度向上を図り、また、グローバ
ルキャンパス実現のための企画を効果的に実施していくために、
Science 誌に記事広告とバナー広告を掲載した。
(記事広告掲載３月２７日号・バナー広告３月の１ヶ月間 ）

■ 大学独自の成果指標と達成目標

●学内諸規定等の英語化
外国人教員の参加を促すため、会議資料や諸通知に英語化を促進する

という点で平成26年度より会議資料の議題に関して全研究科で英語化を

実現した。また、学内諸規定の英語化については鋭意、準備を進めている。

●留学生や外国人研究者の生活環境整備の促進
学内食堂でのメニューの英語化に加え、売店でのハラルフード販売コー

ナーを設けるなどして、宗教的、文化的に多様な背景を持つ留学生や外
国人研究者に配慮した取組を行った。また、家族連れで来日する留学生
が増えたため、子供を幼稚園・保育園に入園させる際の手続きを支援した
り、市役所からの検診や予防接種の案内なども確実に伝わるように支援し
ている。

教育改革関連

●海外FD研修

10月にカリフォルニア大学デービス校における海外FD研修に新任教授等を参加させ、多様な学生のニーズに応じ
て積極的な学習意欲を引き出すアクティブ・ラーニング等の全学的導入を進めることにより、学生が世界水準の大
学院教育を享受できる学習環境を整えた。

●留学生の日本語能力向上
留学生が将来、日本企業に就職する際に必要となる日本語コミュニケーション能力の獲得につながるよう、初心者

クラスを「MISJ」に、初級クラスを「奈良日本語塾」に委嘱したところ、それぞれの実績を考慮した上で、平成27年度
より正規の授業科目として位置付け、組織的な日本語教育に向けた準備を整えた。また、ボランティア団体「ネット
ワークいこま」による日本語教室も引き続き開講することで、留学生の更なる日本語力向上につなげた。

●日本人学生の英語能力向上
博士前期課程では英語論文を読解し、英語で行われる講義・ セミナーを理解できる力を身に付けさせ、博士後期

課程では英語で研究発表や質疑応答、交渉やトラブルに対処できる能力を修得させることを全学の目標とし、１月
にTOEIC試験を実施し、目安とすることで学生の英語力向上への指導等に役立てた。

●日本企業に就職を希望する留学生の支援
博士後期課程を修了した留学生のうち、日本企業に就職した留学生の

割合が３割に達した。

●母国の大学教員等として就職を希望する留学生の支援
博士後期課程を修了した留学生のうち、母国の大学教員等として就職し

た留学生の割合が２割に達した。

■ Science 誌の特集で本学の取組を紹介


